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住み｜貫れた家庭で暮らしたい

介護は、みんなの理解と協力で



高齢者は全人口の17．3％

心の準備できていますか

在宅介護は突然に…

高齢者の

人口推移

（65歳以上）

　

高
齢
化
社
会
の
今
、
私
た
ち
に
も
っ
と
も
身
近
で
切
実
な
問

題
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
老
人
の
介
護
で
す
。
あ
る
日
突
然

に
寝
た
き
り
に
な
る
と
、
心
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
家
族
の

負
担
は
計
り
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
番
負
担
に
感
じ
て
い

る
の
は
、
寝
た
き
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
本
人
自
身
で
す
。
家

族
の
愛
情
に
よ
る
在
宅
介
護
は
、
何
に
も
替
え
難
い
も
の
で
す
。

お
年
寄
り
の
在
宅
介
護
に
焦
点
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

　

わ
が
国
が
、
高
齢
化
社
会
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ニ
ト
年
余

り
に
な
り
ま
す
。
六
ト
五
歳
以
上

の
老
年
人
目
は
、
西
暦
二
千
年
に

は
一
七
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
大
野
市
で
は
平
成
四

年
一
月
一
日
現
在
で
、
す
で
に
一

七
・
三
％
（
七
千
二
百
二
ト
六
人
）

に
達
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆

性
の
お
年
寄
り
は
、
併
せ
て
三
百

六
十
五
人
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
、
家
族
や
身

内
な
ど
が
介
護
し
て
い
る
人
は
百

八
ト
三
人
で
す
。

　

核
家
族
化
や
出
生
率
の
低
下
が

進
む
現
在
、
家
庭
で
お
年
寄
り
の

お
世
話
を
す
る
在
宅
介
護
は
、
経

験
し
た
人
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
難
し
い
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
介
護
者
が
苦

し
み
悩
む
ヶ
－
ス
は
、
決
し
て
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
疲
れ
で

倒
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

今
や
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

在
宅
老
人
介
護
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
地
域
の
課
題
と
し
て
手

を
携
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

在
宅
福
祉
3
本
柱

　

市
で
は
、
国
の
高
齢
化
社
会
に

対
す
る
福
祉
政
策
を
基
に
、
在
宅

福
祉
三
本
柱
と
い
わ
れ
る
「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
「
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
」
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
の
ほ

か
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
検

討
す
る
点
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
次
ペ
ー
ジ
で
は
そ
の
現
状

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

寝
た
き
り
を
防
ぐ
に
は

　

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
体
と
心
の
健
康
を
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

お
年
寄
り
の
大
半
は
、
脳
卒

中
な
ど
の
病
気
で
入
院
し
、
そ

の
ま
ま
寝
た
き
り
に
な
る
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
年
齢

に
あ
っ
た
食
生
活
を
心
が
け
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。
積
極
的
に
外

出
や
散
歩
を
す
る
こ
と
は
、
健

康
を
保
つ
た
め
の
基
本
で
す
。

　

痴
呆
性
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
日
常
生
活
が
大
切
で
す
。

お
年
寄
り
だ
か
ら
と
、
何
も
さ

せ
な
い
の
は
最
悪
で
す
。
家
庭

内
で
何
ら
か
の
役
割
を
担
っ
て

も
ら
い
、
心
に
張
り
を
持
た
せ
、

生
き
て
い
く
意
欲
を
持
続
さ
せ

る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

適度な運動を続ける

役割を持つ

積極的に外出を

病気は早めに受診

バランスのとれた栄養を

趣味を持つ

あ
き
ら
め
な
い
で
「
座
る
」
訓
練
を

　

寝
た
き
り
の
状
態
に
な
っ
て
も
、
で

き
る
限
り
「
座
る
」
訓
練
を
し
て
く
だ

さ
い
。
座
る
体
勢
が
で
き
れ
ば
、
食
事

や
着
替
え
、
排
せ
つ
な
ど
の
日
常
動
作

が
自
分
で
行
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
時
に
効
果
的
な
機
能
訓
練
に
も
つ
な

が
り
、
お
年
寄
り
の
自
立
心
、
自
尊
心

を
保
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。



ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス

介
護
や
身
の
回
り
（

お
世
話
を
し
ま
す

市
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

朝日照美さん 広瀬文子さん 浜中さち子さん 徳丸恵美子さん 角元政子さÅ

野口秀子さん 石本圭子さん 木下洋子さÅ
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
、
寝
た
き

り
や
一
人
暮
ら
し
な
ど
の
お
年
寄

り
が
お
ら
れ
る
家
庭
に
、
介
護
や

身
の
回
り
の
お
世
話
や
話
し
相
手

を
し
ま
す
。
市
は
現
在
、
八
人
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
六
人
が
お
年
寄

り
を
、
残
り
の
二
人
が
心
身
障
害

者
を
担
当
。
ヘ
ル
パ
ー
の
み
な
さ

ん
は
、
午
前
九
時
に
出
発
し
、
一

日
に
二
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
お
か
げ

　

本
町
の
橋
本
義
雄
さ
ん
（
七
十

九
歳
）
は
現
在
、
寝
た
き
り
の
生

活
が
続
い
て
お
り
、
妻
の
ま
さ
を

さ
ん
が
介
護
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

義
雄
さ
ん
は
、
今
か
ら
十
四
年

前
に
体
半
分
が
麻
蝉
。
そ
の
後
も

次
第
に
悪
化
し
て
、
五
年
前
か
ら

起
き
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
昨

年
九
月
に
、
義
雄
さ
ん
が
入
院
し

て
い
る
際
、
知
人
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
話
を
聞
い
た
ま
さ
を
さ

ん
は
、
退
院
し
た
ら
ヘ
ル
パ
ー
を

頼
も
う
と
決
め
た
そ
う
で
す
。

　

七
十
七
歳
に
な
っ
た
ま
さ
を
さ

ん
は
、
「
こ
の
歳
で
、
主
人
の
体
を

動
か
す
の
は
と
て
も
と
て
も
。
寝

た
き
り
に
な
る
と
人
の
体
は
重
い

ん
で
す
よ
。
市
内
に
自
分
の
子
供

が
い
ま
す
け
ど
、
勤
め
の
関
係
で

た
び
た
び
来
て
も
ら
う
わ
け
に
も

い
き
ま
せ
ん
し
。
こ
う
し
て
や
っ

て
い
け
る
の
も
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
務
め

る
浜
中
さ
ん
は
、
昨
年
九
月
か
ら

橋
本
さ
ん
の
担
当
ヘ
ル
パ
ー
に
。

取
材
に
訪
れ
た
日
も
、
和
光
園
特

別
養
護
ヘ
ル
パ
ー
の
高
松
博
美
さ

ん
と
と
も
に
、
介
護
に
懸
命
で
し

た
。
「
最
初
は
、
入
院
生
活
で
体
が

硬
直
し
て
大
変
で
し
た
。
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
い
、
や
っ

と
い
す
に
座
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ん
で
す
よ
」
と
語
る
浜
中
さ
ん
。

　

八
人
の
ヘ
ル
パ
ー
に
は
、
あ
す

も
介
護
を
心
待
ち
に
す
る
人
た
ち

が
い
る
の
で
す
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
声
…

信
頼
関
係
が
何
よ
り
大
切
家
庭

に
入
り
込
ん
で
家
族
同
様
の
お
世

話
を
し
ま
す
か
ら
、
不
審
に
思
わ

れ
る
こ
と
も
。
介
燭
に
は
お
互
い

の
信
頼
関
係
が
大
切
で
す
ね
。

麻
庫
の
手
が
動
い
た
機
能
が
回

復
す
る
よ
う
に
入
浴
の
際
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
し
た
り
、
握
手
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
あ
る
日
突
然
、
麻

輝
し
て
い
た
手
が
動
き
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い
て
こ
ん
な
う

れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
ね
。
床
ズ
レ
が
治
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

生
活
水
準
の
差
が
ネ
ッ
ク
老
夫

婦
の
家
庭
を
訪
れ
る
と
、
余
り
に

も
質
素
な
生
活
を
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
お
い
し
く
て
あ
っ

た
か
い
食
べ
物
を
用
意
し
よ
う
と

し
て
も
拒
否
さ
れ
、
手
が
だ
せ
な

い
と
き
も
あ
る
ん
で
す
。

話
し
相
手
が
ほ
し
い
さ
み
し
く

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
お
年
寄
り

に
と
っ
て
、
私
た
ち
ヘ
ル
パ
ー
片

の
会
話
は
、
何
よ
り
の
サ
ー
ビ
ス

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

時
間
で
す
が
、
少
し
で
も
長
く
屈

し
相
手
に
な
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

介
四
回
£
L
り
？
9
回
9
ゐ
9

　

お
年
寄
り
な
ど
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方
が
、
病
気
や
冠
婚
葬

祭
、
介
護
疲
れ
、
旅
行
な
ど
で
、

一
時
的
に
介
護
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
気
匍
膚
老
丿
汁
－
ヱ
て
ま

世
話
す
る
の
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
で
す
。
現
在
、
聖
和
園
と
和
光

園
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
は
、
介
護
す
る
本
人
が
健

康
で
な
け
れ
ば
務
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
時
々
介
護
か
ら

離
れ
て
休
養
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ショートステイ

短期間、老人ホームで

お世話します



デイサービス

入浴、給食、生活訓練を

お世話します

五作さんど卵の～

（7）／いむ七）

　

り）二）た！⊃

囃詣齢

老＠自心願口腔感孚③◎Qク

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
聖
和
園

に
併
設
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
体
が
弱
い

お
年
寄
り
を
一
目
（
デ
イ
）
お
預

か
り
し
て
、
入
浴
や
食
事
、
日
常

動
作
の
訓
練
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
現

在
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
者
は

二
百
人
で
、
月
二
回
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

人
気
の
秘
密
は
親
密
な

応
対
と
充
実
し
た
設
備

　

平
成
二
年
三
月
に
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
て
以
来
、
利
用
す
る
お
年

寄
り
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

四
月
七
日
、
人
気
の
秘
密
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
お
年
寄
り
と
と
も

に
一
日
過
ご
し
て
み
ま
し
た
。

送
迎
午
前
八
時
三
十
分
、
車
い

　

す
で
も
乗
れ
る
リ
フ
ト
バ
ス
で

　

玄
関
先
ま
で
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
専
属
の
看
護
婦

　

さ
ん
が
、
血
圧
、
脈
拍
な
ど
お

　

年
寄
り
の
体
調
を
点
検
。

i車・，ヽiのまl，il／蓮ikl・，

入
浴
十
時
に
な
る
と
「
お
ふ
ろ

　

に
入
り
ま
し
ょ
う
」
と
寮
母
さ

　

ん
か
ら
声
が
。
寝
た
き
り
の
お

　

年
寄
り
で
も
入
れ
る
特
殊
浴
槽

　

も
完
備
。
入
浴
中
は
寮
母
さ
ん

　

が
つ
き
っ
き
り
と
な
り
ま
す
。

　
　

実
は
こ
の
お
ふ
ろ
、
イ
オ
ン

　

化
作
用
の
強
い
子
不
ル
ギ
ー
、

　

ト
ロ
ン
を
放
射
す
る
鉱
石
を
使

　

っ
た
全
国
で
も
数
少
な
い
ト
ロ

　

ン
温
泉
。
神
経
痛
や
肩
こ
り
、

　

腰
痛
な
ど
に
効
果
が
あ
り
、
湯

　

冷
め
し
な
い
と
か
。

湯1111gFi∃Fい1紅

食
事
献
立
は
、
聖
和
閲
入
所
者

　

と
同
じ
で
す
。
体
の
不
自
山
な

　

人
に
は
、
寮
母
さ
ん
ら
が
親
切

　

に
食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

機
能
回
復
訓
練
午
後
二
時
か
ら

　

機
能
回
復
に
つ
な
が
る
訓
練
が

　

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
、
紙

　

粘
土
を
使
っ
た
小
物
づ
く
り
と

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ

　

た
サ
ッ
カ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
帰
路
に
。

口跡麟豚t卜9．。のか。

　

一
日
の
定
員
は
十
五
、
六
人
。

応
対
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
五
人
で
す

が
、
話
し
か
け
る
と
き
に
は
必
ず

名
前
を
呼
び
、
お
年
寄
り
の
意
志

を
尊
重
し
て
行
動
し
ま
す
。
ど
ん

な
相
談
で
も
親
身
に
な
っ
て
聞
き

入
れ
、
笑
顔
を
絶
や
し
ま
せ
ん
。

　

お
年
寄
り
と
ス
タ
ッ
フ
の
間
に

は
、
家
族
以
上
の
信
頼
関
係
が
で

き
あ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
広
い
セ

ン
タ
ー
の
片
隅
で
取
材
し
て
い
た

私
に
も
「
こ
こ
に
い
た
ら
み
ん
な

仲
間
や
で
の
」
と
い
っ
て
あ
め
玉

を
分
け
て
く
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

こ
ん
な
施
設
が
も
っ
と
あ
れ
ば
い

い
の
に
ね
。

部
屋
で
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

寝
た
き
り
や
障
害
な
ど
で
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
人
の

た
め
に
、
昨
年
の
ト
ー
月
か
ら
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
新
聞
社
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
専
用
車
で
、
毎
月
二
回
の
訪
問

入
浴
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
元
年
八
月
ご
ろ
か
ら
、
寝

た
き
り
の
生
活
と
な
っ
た
近
藤
り

よ
子
さ
ん
（
7
9
歳
・
城
北
町
）

も
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
一
人
で
す
。

介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
長
女

の
千
代
子
さ
ん
は
「
体
を
ふ

く
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
自
宅

で
ふ
ろ
に
入
れ
て
あ
げ
ら
れ

る
な
ん
て
感
激
で
す
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
入
浴
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。



県道3線が連結して

国道476号繊に昇恪

奥越と若狭を楯ぶ幹線道路に

　

三
月
こ
十
五
日
に

開
か
れ
た
建
設
省
の

道
路
審
議
会
で
、
大

野
－
敦
賀
間
を
結
ぶ
国
道
4
7
6

号
線
の
新
設
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
県
道
武
生
－
大
野
、
今

庄
－
池
田
、
敦
賀
－
今
庄
の
三
路

線
を
連
結
し
て
、
国
道
に
昇
格
し

ま
す
。
全
長
は
六
十
六
キ
ロ
び
で

来
年
四
月
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

大
野
－
敦
賀
間
の
沿
線
こ
市
三

町
が
平
成
二
年
十
月
六
日
、
大
野

－
敦
賀
間
国
道
昇
格
促
進
期
成
同

盟
会
を
発
足
。
建
設
省
に
対
し
、

早
期
実
現
に
向
け
て
の
陳
情
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
力

所
の
未
開
通
区
間
や
道
路
の
拡
張

整
備
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

エキサイティング

スポーツ

情報

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

5
月
2
3
日
出
プ
ー
ル
開
き

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー

ル
開
き
は
、
5
月
2
3
日
①
と
決
ま

り
ま
し
た
。
6
月
ま
で
の
間
で
夜

間
、
気
温
が
低
い
と
き
は
閉
鎖
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

期
間
9
月
3
0
日
ま
で
。
毎
週
月

　

曜
日
と
9
月
1
6
・
2
4
日
は
休
館

時
間
午
前
の
部
9
時
～
p
一
時

　

午
後
の
部
1
時
～
5
時
夜
間

　

の
部
6
時
～
9
時

料
金
中
学
生
以
下
＝
午
前
・
午

　

後
と
も
5
0
円
夜
間
1
0
0
円

　

高
校
生
・
一
般
＝
午
前
の
部
1
0
0

　

円
午
後
の
部
1
5
0
円
夜
間
の

　

部
2
0
0
円

●
市
民
硬
式

　
　
　

テ
ニ
ス
教
室

開
催
日
5
月
1
2
・
1
5
・
1
7
・
1
9

　

2
2
・
2
4
・
2
6
・
2
9
日

時
間
1
7
・
2
4
日
は
午
前
9
時
～

　

1
2
時
、
そ
れ
以
外
は
午
後
7
時

　

～
9
時
3
0
分

会
場
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
一
般
男
女
（
初
心
者
）

定
員
先
着
4
0
人

参
加
費
1
0
0
円
（
保
険
料
）

準
備
物
硬
式
ラ
ケ
ッ
ト
、
ジ
ュ
ー

　

ズ
申
込
方
法
所
定
の
申
込
書
ま
た

　

は
電
話
で
、
市
教
育
委
員
会
体

　

育
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

5
3
2
）
へ
。
参
加
費
を
添
え

　

て
提
出



市
の
人
事
異
動

　

市
は
四
月
一
日
付
け
で
、
総
数
百
六
十
I
ニ
人
の
人
事
異

動
を
発
令
。
新
採
用
職
員
は
十
六
人
で
、
退
職
や
欠
員
の

補
充
と
新
設
の
秘
書
広
報
課
・
下
水
道
課
の
拡
充
な
ど
に

対
応
し
ま
す
。
内
訳
は
、
課
長
級
十
三
人
課
長
補
佐
級
十

七
人
、
係
長
級
十
四
人
、
主
査
級
三
十
七
人
、
－
般
職
四

十
四
人
、
業
務
職
二
十
五
人
、
退
職
者
十
三
人
で
す
。

課
長
級

　

【
市
長
部
局
】
▽
秘
書
広
報
課
長

　

高
柳
和
夫
（
商
工
観
光
課
課
長

補
佐
）
▽
工
事
検
査
室
長
堂
下

三
郎
（
林
務
課
課
長
補
佐
）
▽
財

政
課
長
小
林
時
彦
（
議
会
事
務

局
長
）
▽
市
民
課
長
野
田
実

　

（
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
）
▽
保

健
衛
生
課
長
土
橋
喜
代
志
（
福

祉
事
務
所
次
長
）
▽
福
祉
事
務
所

長
玄
覚
慎
吉
（
保
健
衛
生
課
長
）

▽
商
工
観
光
課
長
羽
生
悦
夫

　

（
企
画
開
発
課
課
長
補
佐
）
▽
都

市
計
画
課
長
大
倉
清
左
工
門

　

（
都
市
計
画
課
課
長
補
佐
）
▽
下

水
道
課
長
廣
瀬
生
実
（
建
設
課

課
長
補
佐
）
▽
会
計
課
長
佐
藤

善
夫
（
奥
越
農
業
共
済
事
務
所
長
）

　

【
議
会
事
務
局
】
▽
局
長
早
川

三
郎
（
会
計
課
長
）

　

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▽
局
長

松
本
多
嘉
雄
（
市
民
課
課
長
補
佐
）

　

【
水
道
部
】
▽
水
道
課
長
井
ノ

部
寛
之
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

課
長
補
佐
級

▽
秘
書
広
報
課
課
長
補
佐
深
田

義
一
（
総
務
課
課
長
補
佐
＝
広
報

広
聴
担
当
）
▽
総
務
課
課
長
補
佐

＝
人
事
・
行
政
担
当
川
端
正
毅

　

（
総
務
課
課
長
補
佐
＝
秘
書
担
当
）

▽
企
画
開
発
課
課
長
補
佐
＝
総
合

保
養
地
対
策
担
当
松
山
泰
美

　

（
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係
長
）

▽
市
民
課
課
長
補
佐
＝
年
金
・
国

保
担
当
大
政
原
勝
一
（
税
務
課

資
産
税
係
長
）
▽
生
活
環
境
課
課

長
補
佐
布
川
和
子
（
生
活
環
境

課
交
通
対
策
係
長
）
▽
清
掃
事
務

所
次
長
＝
塵
芥
焼
却
場
担
当
廣

瀬
円
信
（
農
務
課
農
業
振
興
係
長
）

▽
福
祉
事
務
所
次
長
＝
福
祉
・
保

護
担
当
伊
藤
安
世
（
福
祉
事
務

所
福
祉
係
長
）
▽
農
務
課
課
長
補

佐
＝
農
村
整
備
担
当
長
瀬
哲
也

　

（
農
務
課
農
村
整
備
係
長
）
▽
林

務
課
課
長
補
佐
山
下
与
兵
衛

　

（
林
務
課
課
長
補
佐
＝
林
業
振
興

担
当
）
▽
商
工
観
光
課
課
長
補
佐

＝
商
工
労
政
．
企
業
立
地
担
当
斉

藤
幸
雄
（
用
地
対
策
課
課
長
補
佐
）

▽
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
＝
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
担
当
長
谷

川
絹
子
（
商
工
観
光
課
商
工
労
政

係
長
）
▽
建
設
課
課
長
補
佐
＝
工

務
担
当
安
岡
庄
助
（
農
務
課
課

長
補
佐
）
▽
都
市
計
画
課
課
長
補

佐
宮
西
弘
司
（
都
市
計
画
課
都

市
景
観
係
長
）
▽
用
地
対
策
課
課

長
補
佐
上
松
博
道
（
清
掃
事
務

所
次
長
＝
塵
芥
焼
却
場
担
当
）
▽

下
水
道
課
課
長
補
佐
川
田
光
男

　

（
水
道
課
課
長
補
佐
＝
業
務
担
当
）

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
学
校

教
育
課
課
長
補
佐
石
田
喜
子

　

（
学
校
教
育
課
係
長
）

係
長
級

　

【
市
長
部
局
】
▽
秘
書
広
報
課
広

報
広
聴
係
長
石
田
光
義
（
総
務

課
広
報
広
聴
係
主
査
）
▽
企
画
開

発
課
企
画
調
整
係
長
斉
藤
信
夫

　

（
建
設
課
主
査
）
▽
税
務
課
資
産

税
係
長
前
幸
雄
（
社
会
教
育
課

文
化
係
長
）
▽
保
健
衛
生
課
環
境

衛
生
係
長
平
瀬
照
夫
（
用
地
対

策
課
主
査
）
▽
福
祉
事
務
所
保
護

係
長
前
田
弘
子
（
総
務
課
主
査
）

▽
農
務
課
農
業
振
興
係
長
飯
山

靖
二
（
農
業
委
員
会
事
務
局
係

長
）
▽
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

長
四
方
一
人
（
税
務
課
主
査
）

▽
都
市
計
画
課
都
市
景
観
係
長

穴
田
吉
晴
（
農
務
課
主
査
）

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
社
会

教
育
課
文
化
係
長
松
田
輝
治

　

（
社
会
教
育
課
主
査
）
▽
上
庄
公

民
館
係
長
山
田
芳
恵
（
上
庄
公

民
館
主
査
）
▽
富
田
幼
稚
園
教
頭

　

羽
生
稔
子
（
小
山
幼
稚
園
教
頭
）

　

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▽
係
長

　

島
田
博
明
（
財
政
課
主
査
）

　

【
広
域
行
政
事
務
組
合
】
▽
広
瀬

吉
隆
（
総
務
課
主
査
）

嘱
託
職
員
（
新
任
）

　

「
市
長
部
局
」
▽
市
民
会
館
長

神
谷
貞
夫
▽
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

土
谷
春
栄

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
エ
キ

サ
イ
ト
広
場
総
合
体
育
施
設
所
長

栄
田
正

新
採
用

　

【
市
長
部
局
】
▽
税
務
課
砂
子

淳
一
▽
市
民
課
松
村
比
呂
美
▽

福
祉
事
務
所
坂
井
圭
西
田
明

弘
橋
本
美
希
▽
荒
島
保
育
園

山
田
和
代
▽
林
務
課
松
田
信

哉
▽
建
設
課
山
崎
勝
彦
寺
西

清
高

　

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▽
森
永

宣
昭

　

【
広
域
行
政
事
務
組
合
】
▽
指
岡

哲
郎

　

【
業
務
職
員
】
▽
清
掃
事
務
所

高
村
栄
一
山
本
保
和
▽
義
景
保

育
園
牧
野
め
ぐ
み
▽
下
庄
小

伊
東
い
ず
み
▽
開
成
中
西
行
美

幸退
職
者

　

【
市
長
部
局
】
▽
大
畠
稔
（
総
務

課
工
事
検
査
室
長
）
▽
栄
田
正

　

（
財
政
課
長
）
▽
土
蔵
茂
弘
（
市

民
課
長
）
▽
土
谷
春
栄
（
福
祉
事

務
所
長
）
▽
松
田
五
十
三
（
商
工

観
光
課
長
）
▽
川
端
謹
吾
（
都
市

計
画
課
長
）

　

【
水
道
部
】
▽
神
谷
貞
夫
（
水
道

課
長
）

　

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▽
浮
田
正

義
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

　

【
業
務
職
】
▽
中
川
清
一
北
川

伸
英
（
清
掃
事
務
所
）
▽
山
田
幸

子
（
北
部
保
育
園
）
▽
山
田
ヒ
サ

畑
内
と
み
子
（
開
成
中
）

※
（
）
内
は
旧
任

　

三
月
三
十
一
日
、
退
職
者
十

三
人
の
辞
令
交
付
式
が
市
長
室

で
行
わ
れ
、
市
長
が
長
年
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
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成人病健康診査

成
人
病
の
早
期
発
見
に

　

検
査
項
目
を
充
実
し
て
ス
タ
ー
ト

　

平
成
四
年
度
か
ら
、
保
健
事
業
第
三
次
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
人
病
健
康
診
査
に

新
し
く
四
つ
の
検
査
項
目
を
加
え
、
よ
り
精
密
な
健
康
状

態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
成
人
病
は

何
よ
り
も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
定
期
的

な
健
康
診
査
で
自
ら
の
健
康
を
守
り
ま
し
よ
う
。

　

医
療
を
除
く
保
健
事
業
は
、
昭

和
五
十
七
年
度
か
ら
第
一
次
五
ヵ

年
計
画
、
昭
和
六
上
こ
年
か
ら
第

二
次
五
ヵ
年
計
画
が
進
め
ら
れ
、

成
人
病
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
、

症
状
の
進
行
防
止
、
機
能
回
復
を

目
標
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

西
暦
こ
○
二
〇
年
に
は
、
四
人

に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う

超
高
齢
化
社
会
が
到
来
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
明
る
く
活
力
の
あ

る
長
寿
社
会
の
実
現
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
目
標
の

他
に
、
一
人
ひ
と
り
の

生
活
習
慣
の
改
善
が
最

も
基
本
的
な
予
防
対
策

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
原
因
を
絶
つ
た
め

や
健
康
保
持
を
推
進
す

る
た
め
、
今
年
度
か
ら

保
健
事
業
第
三
次
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

市
で
も
、
第
三
次
計

画
に
基
づ
く
新
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
つ
と
し
て
五
月

中
旬
か
ら
始
ま
る
成
人

病
健
康
診
査
に
新
し
い

検
査
項
目
を
加
え
ま
す
。

　

新
し
い
検
査
は
、
全
て
血
液
を

採
っ
て
行
う
次
の
四
項
目
で
す
。

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
余
分

　

な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
肝
臓
ま

　

で
運
ん
で
、
動
脈
硬
化
を
予
防

　

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
善
玉
コ

　

レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪
中
性
脂
肪
が
増
え
る

　

と
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
比
例

　

し
て
増
え
る

y
1
G
T
P
肝
細
胞
の
変
質
や

　

破
壊
、
特
に
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

　

障
害
で
増
え
て
く
る

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
腎
臓
の
機
能
を

　

知
る

　

こ
れ
ま
で
よ
り
、
さ
ら
に
詳
し

く
健
康
状
態
が
わ
か
る
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
受
診
率
が
約
三
五
・

九
％
と
低
い
の
が
現
状
で
す
。

　

毎
年
、
健
康
診
査
で
自
分
の
体

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
平
成

四
年
度
の
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

検診内容（，にn目）

項目 検査でわかること

胸部レントゲン撮影　　

（喀痰検査）

肺・肋膜・心臓の病気　

喀痰検査は高危険群者だけ実施

身長・体重 肥満度

尿

たん白 腎臓、尿路系・膀胱の病気

潜血 μ

糖 糖尿病

血圧測定 高血圧、貧血

心電図 動脈硬化、血管肥大、心臓の働き

眼底 眼底の血管のいたみ具合

診察 聴打診や総合診断

血

液

検

査

総コレステロール 血液中の脂質　総コレステロール・中性脂肪が多　

すぎると動脈硬化がすすみます。　HDLは善玉コレステロールとい　

われています。

HDLコレステロール

中性脂訪

肺機能検査（GOT・GTP）
主に肝臓の機能

y一GTP

クレアチニン 主に腎臓の機能

血糖 糖尿病

貧血検査 貧血（赤血球・血色素・ヘマトクリット）



暮
ら
し
の
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返済能力を考えて

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
現
金
を
持

ち
歩
か
な
い
で
買
い
物
な
ど
が
で
き
る
便
利
さ
が
あ
り
ま

す
が
、
つ
い
つ
い
自
分
の
返
済
能
カ
以
上
に
使
い
す
ぎ
る

と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
、
買
お
う
と
し
て
い
る

も
の
が
本
当
に
必
要
な
の
か
、
支
払
い
が
可
能
な
の
か
を

冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

わ
が
国
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
発
行
枚
数
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
一
九
九
〇
年
三
月
末
現
在
で

一
億
六
千
六
百
十
二
万
枚
に
も
達

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
過
ぎ
て
、
返

済
困
難
に
な
る
人
も
最
近
、
急
増

し
て
い
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
買
い
物

を
す
る
う
ち
に
、
自
分
の
収
入
範

囲
で
は
返
済
で
き
な
く
な
り
、
返

済
の
た
め
に
力
－
ド
を
利
用
し
た

り
、
新
し
い
カ
ー
ド
を
作
っ
た
り

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

繰
り
返
す
う
ち
に
、
い
つ
の
ま
に

か
十
数
枚
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

が
た
ま
り
、
多
額
の
借
金
を
背
負

い
込
ん
で
し
ま
い
、
最
後
は
サ
ラ

金
か
ら
も
借
金
を
…
…
ゝ
」
れ
が
最

近
の
特
徴
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
つ
い
て
、
私
た
ち
消
費
者
は

カ
ー
ド
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て

の
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

み
く

し
の

ド
一

力
の

間
者
三

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
「
借
金
」

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
は
、
現

金
を
持
た
ず
に
買
い
物
が
で
き
、

そ
の
代
金
を
後
で
支
払
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
機
能
）
。
ま
た
急
に
現
金
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
現
金
を
手
に
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
（
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
機

能
）
。
し
か
し
、
こ
の
お
金
は
銀

行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
よ
う

に
、
預
金
か
ら
お
金
を
引
き
出
す

の
で
は
な
く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

か
ら
「
借
金
」
す
る
お
金
だ
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

利
用
す
る
と
き
の
注
意

①
自
分
が
こ
れ
か
ら
持
と
う
と
す

　

る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
会
員

　

規
約
を
よ
く
読
ん
で
お
く
。

2
支
払
い
能
力
を
考
え
て
限
度
額

　

を
決
め
使
い
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。

③
カ
ー
ド
の
紛
失
や
盗
難
に
よ
り

　

不
正
使
用
さ
れ
た
り
、
カ
ー
ド

　

を
他
人
に
貸
し
て
使
用
さ
れ
た

　

場
合
は
、
原
則
と
し
て
カ
ー
ド

　

保
有
者
が
支
払
い
義
務
を
負
い

　

ま
す
。
従
っ
て
カ
ー
ド
の
管
理

　

に
は
十
分
な
注
意
を
払
い
、
常

　

に
カ
ー
ド
の
有
無
を
確
認
し
て

　

お
く
。

④
支
払
い
は
、
返
済
期
日
を
守
る

　

こ
と
が
大
切
。
遅
れ
る
と
高
い

　

延
滞
料
を
と
ら
れ
る
の
で
、
支

　

払
日
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

⑧
力
－
ド
利
用
の
際
、
伝
票
を
保

　

存
し
て
お
き
、
カ
ー
ド
会
社
か

　

ら
の
請
求
書
と
伝
票
が
あ
っ
て

　

い
る
か
を
確
認
す
る
。
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

お多福姫もいっぷく！？

＜る一ぶ登場 歴史セミナー●大野

心
豊
か
に
歴
史
の
流
れ
を

　

大
野
公
民
館
の
和
室
で
、
大
野

の
歴
史
を
熱
心
に
学
習
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
六

月
に
結
成
さ
れ
た
「
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
・

大
野
」
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

昭
和
六
十
二
年
に
、
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
が
開
講
し
ま

し
た
が
、
閉
講
後
も
郷
土
の
歴
史

を
詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う
声
が

高
ま
り
、
参
加
者
を
募
っ
て
発
足

し
ま
し
た
。
当
初
は
三
十
五
人
で

し
た
が
、
現
在
は
四
十
三
人
に
増

え
て
い
ま
す
。
年
代
層
は
幅
広
い

で
す
が
、
圧
倒
的
に
女
性
会
員
が

多
い
そ
う
で
す
。

　

講
師
は
、
郷
土
史
家
と
し
て
奥

越
地
域
で
幅
広
く
活
躍
し
て
お
ら

れ
る
河
原
哲
郎
さ
ん
で
す
。
独
特

の
語
り
口
と
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
話

し
方
は
、
多
く
の
人
を
ひ
き
つ
け

魅
了
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
毎
月
一
回
第
二

金
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら
開
か
れ

る
ほ
か
、
市
内
外
の
史
跡
探
訪
も

実
施
し
ま
す
。
今
年
の
四
月
四
日
・

五
日
に
は
、
初
め
て
の
研
修
旅
行
、

題
し
て
「
修
学
旅
行
淡
墨
桜
・

奥
美
濃
の
旅
」
を
企
画
。
会
員
二

十
七
人
が
、
大
野
と
ゆ
か

り
の
深
い
美
濃
市
や
根
尾

村
な
ど
の
史
跡
を
訪
問
し

ま
し
た
0

　

初
代
会
長
の
矢
川
タ
ミ

さ
ん
（
5
7
歳
・
中
野
）
は

　

「
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
が
、

昔
は
ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ

て
い
た
の
か
興
味
が
あ
り

ま
す
。
先
生
は
、
普
段
着

の
話
し
方
を
さ
れ
ま
す
の

で
、
気
軽
に
聞
け
ま
す
。

時
々
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
河
原

節
が
で
る
と
、
み
ん
な
で

大
笑
い
し
て
い
る
ん
で
す

よ
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

毎
月
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

約
三
十
人
の
会
員
が
出
席
し
ま
す

が
、
資
料
は
、
河
原
先
生
が
用
意

し
た
も
の
を
会
員
の
手
で
印
刷
製

本
し
ま
す
。

　

四
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
長

近
公
や
土
井
家
に
ま
つ
わ
る
話
が

計
画
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

l‰ii，il。
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ヤングコーナー

社
会
人
一
年
生

　

先
生
に
お
礼
を

宮村和美

（18歳・五条方）

　

今
春
、
高
校
を
卒
業
し
て
市

内
の
織
物
会
社
に
就
職
し
ま
し

た
。
学
生
か
ら
一
転
し
て
社
会

人
に
な
り
、
環
境
が
変
わ
っ
て

毎
日
が
大
変
で
す
。

　

今
の
会
社
を
選
ん
だ
の
は
、

近
く
て
通
勤
が
楽
な
こ
と
と
、

づ
フ
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
で
有
名

な
点
で
す
。
最
初
は
、
福
井
市

内
の
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
も

考
え
ま
し
た
が
、
父
は
車
の
運

転
に
は
と
て
も
厳
し
く
、
免
許

を
と
っ
た
ば
か
り
の
私
か
、
福

井
市
内
ま
で
運
転
す
る
こ
と
も

許
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
市
内
に

就
職
で
き
て
、
親
孝
行
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

就
職
し
て
か
ら
何
日
か
経
ち
ま

し
た
が
、
職
場
の
雰
囲
気
は
思
っ

て
い
た
よ
り
感
じ
が
よ
く
て
安
心

し
ま
し
た
。
上
司
や
先
輩
は
、
気

さ
く
な
人
が
多
く
、
友
だ
ち
み
た

い
に
接
し
て
く
れ
ま
す
。
今
は
、

教
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
多
く
、
早
く
身
に
つ
け

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

お
給
料
を
も
ら
う
実
感
は
、
ま

だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
使
い
道
は

も
う
立
て
て
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

高
校
の
先
生
に
お
礼
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
次
に
祖
父
と
祖
母
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、
後
は
車
の
ロ
ー

ン
と
貯
金
で
す
。

　

大
野
市
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

住
み
よ
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
若
い
人
が
離
れ
て
い
く
の
は

さ
び
し
い
気
持
ち
が
し
ま
す
。
両

立
さ
せ
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
も
う
少
し
若
者
が
働
け
る

就
職
先
が
あ
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
新
規
学
卒
者
就
職
歓
迎

会
が
開
か
れ
、
今
年
就
職
し
た
人

と
と
も
に
出
席
し
ま
し
た
。
市
長

さ
ん
や
議
長
さ
ん
か
ら
、
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
が
、
労

働
者
の
不
足
が
深
刻
な
今
、
私
た

ち
若
年
労
働
者
へ
の
期
待
が
大
き

い
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
山
あ
り
谷
あ
り

の
人
生
で
し
ょ
う
が
、
み
な
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。





こぶし通りの町民

　　　

スズランを補植

　

人野地区まちづくり推進協議会は、

花いっぱい運動の一環として、こぶし

通りにスズランを植えています。小雨

が降る3月29日、こぶし通りに而した

町内から約50人が参加。早朝の6時か

ら、生育が悪い場所などに1100芽を補

植しました。5月中句には、かれんな

自い花をつけ、歩道を歩く市民の目を

楽しませてくれそうです。

ミニ動物園の主役
越冬畜舎から引っ越し

　

春の陽気になった4月3日、越冬畜

舎にいたポエーやウサギが、円山公園

のミニ動物園に戻ってきました。先月

に生まれたポニーの赤ちゃんも、母親

に寄り添いながらさくの中へ。広々と

した高原を見回したり、若草を目にし

ていました。昨年、幼児がポエーにか

まれたため、さくが二重に。安全優先

ですが、残念となげく子も……

若
杉
町
で
春
季
消
防
総
合
訓
練

　

大
野
地
区
消
防
組
合
の
春
季
消
防
総
合
訓
練
が
4
月
8
‐
、
エ
キ
サ
イ
ト
広

場
近
く
の
若
杉
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
9
時
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
3
4
台

の
消
防
車
か
ら
一
斉
に
放
水
。
こ
の
あ
と
3
6
0
人
の
団
U
ら
は
市
中
パ
レ
ー
ド
を

展
開
し
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
服
装
や
消
防
器
具
の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
明
治
9
1
一
年
に
発
生
し
た
大
野
町
大
火
記
念
日
に
あ
た
り
ま
す
。

右近次郎の国道で

　　　

交通安全茶屋

　

大
野
署
や
市
の
交
通
安
全
関
係
者

ら
が
4
月
7
日
、
右
近
次
郎
の
国
道

心
一
号
線
で
交
通
安
全
茶
屋
を
開
設
春

の
交
通
安
全
県
民
運
動
に
ち
な
み
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
や
安
全
運
転
な
ど

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
ひ
と
り
に
、
チ
ラ
シ
や
折
り
紙

細
工
の
マ
ス
コ
ッ
ト
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
手
渡
す
と
、
一
旦
停
止
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
ら
は
、
気
持
ち
を
引
き
締
め

て
茶
屋
を
後
に
し
て
い
ま
し
た
。

無事故でありますように

　

交通安全祈願祭

　

4
月
6
日
、
市
内
の
神
社
で
交
通

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神

事
に
は
、
山
内
市
長
や
高
木
大
野
署

長
ら
関
係
者
約
5
0
人
が
参
加
し
、
玉

ぐ
し
を
さ
さ
げ
て
市
民
の
無
事
故
を

祈
り
ま
し
た
。
市
内
の
事
業
所
か
ら

は
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
横
断

幕
を
か
け
た
約
3
0
台
の
車
が
パ
レ
ー

ド
に
参
加
。
午
前
1
0
時
半
か
ら
、
パ

ト
カ
ー
を
先
頭
に
市
内
一
円
を
巡
回

し
ま
し
た
。

SS（必色S
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上庄中の新入生ガ
サクラを記念植樹

　

一斉に始業式が行われた4月8日、

上庄中学校で今春入学した1年生65人

が、サクラの記念植樹をしました。日

本さくらの会から市を通じて寄付され

た苗木は、高さ約2政のソメイヨシノ

が40本。男女2人1組になって、校舎

周辺の約150似にわたって植えられま

した。卒業後には、ここで花見を兼ね

た同窓会が開かれるといいですね。

陽明中の増築校舎で

　

コンピューター授業

　

4月17日、陽明中学校でコンピュー

ターを使っての授業が始まりました。

生徒用に20台、教師用に1台が設置さ

れたコンピューター室は、新築された

南館の2階にあります。最初の授業と

あって、生徒もキーボードとにらめっ

こでしたが、画面が変わるたびに歓声

があかっていました。来年は、上庄中

と尚徳中にも導入される計画です。

大
ケ
ヤ
キ
が
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
周
辺
に

　

昨
年
の
1
0
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
の
周
辺
整

備
が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
ま
し
た
。
周
辺
に
は
、
高
さ
約
2
5
m
、
太
さ
が
約
7
0
惣

も
あ
る
ケ
ヤ
キ
9
本
と
サ
ク
ラ
8
4
本
、
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
7
0
本
が
植
え
ら
れ
ま

し
た
。
ｗ
一
台
を
収
容
で
き
る
駐
車
場
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
も
完
成
。
何
年
か

先
に
は
、
白
亜
の
殿
堂
と
緑
が
マ
ッ
チ
し
た
景
観
が
見
ら
れ
ま
す
。

保健センター

リハビリ室が2倍に

　

今
年
の
1
月
か
ら
拡
張
工
事
が
行

わ
れ
て
い
た
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
リ

ハ
ビ
リ
室
が
こ
の
ほ
ど
完
成
。
4
月

1
5
日
に
、
完
成
後
最
初
の
機
能
回
復

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
さ
は
約
丿

一
平
方
m
と
こ
れ
ま
で
の
倍
に
。
床

暖
房
や
専
用
ト
イ
レ
も
完
備
。
保
健

セ
ン
タ
ー
の
玄
関
に
は
、
訓
練
者
ら

が
感
謝
の
意
を
表
し
た
文
面
が
張
ら

れ
て
お
り
、
出
勤
し
た
職
員
ら
も
思

わ
ぬ
張
り
紙
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

まちづくりの拠点

春日南部集会所が落成

　

旧
春
日
児
童
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
春
日
南
部
集

会
所
が
完
成
。
4
月
H
日
午
前
H
時

か
ら
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集

会
所
は
、
集
会
室
（
2
0
畳
）
・
談
話

室
（
8
畳
）
●
図
書
室
（
8
畳
）
●

調
理
室
が
設
け
ら
れ
、
木
造
か
わ
ら

ぶ
き
平
屋
建
て
1
1
6
・
2
0
平
方
m
で
、

総
事
業
費
は
約
千
九
百
六
十
万
円
。

ま
ち
づ
く
り
運
動
推
進
の
拠
点
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。



お
知
ら
せ

5月

●
戦
没
者
遺
族
へ
の

　

特
別
弔
慰
金
、

　
　
　

締
め
切
り
間
近

　

昭
和
6
0
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

元
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
、
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
し

て
い
た
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
が
、

死
亡
な
ど
で
受
給
権
を
失
っ
た
場

合
、
残
さ
れ
た
遺
族
に
対
し
て
特

別
弔
尉
－
金
（
額
面
1
8
万
円
6
年
償

還
で
無
利
子
の
国
債
）
が
国
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
弔
慰
金
を
受
け
ら
れ
る
遺

族
の
範
囲
や
順
位
は
次
の
通
り
で

こ
の
う
ち
最
も
順
位
が
先
の
人
一

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

遺
族
の
範
囲
と
順
位

①
平
成
元
年
4
月
1
日
ま
で
に
弔

　

慰
金
（
遺
族
国
庫
債
権
）

②
戦
没
者
の
子

③
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い

　

た
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟

　

姉
妹

④
戦
没
者
と
生
計
関
係
が
な
か
っ

　

た
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟

　

姉
妹

⑤
固
お
よ
び
④
以
外
の
三
親
等
以

　

内
の
遺
族

弔
慰
金
請
求
期
限
平
成
4
年
6

　

月
2
0
日

請
求
・
問
合
せ
先
市
福
祉
事
務

　

所
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
7
4
）

●
食
生
活
改
善
推
進
員

　

養
成
講
座

　

成
人
病
の
予
防
に
は
、
ま
ず
食

生
活
の
改
善
が
大
切
で
す
。
市
で

は
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

講
座
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

期
間
6
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
婦
人
な
ら
ど
な
た
で
も

内
容
健
康
、
栄
養
、
運
動
な
ど

　

に
つ
い
て
の
講
話
と
成
人
病
予

　

防
食
の
実
習
な
ど

定
員
3
0
人

申
込
5
月
3
0
日
①
ま
で
に
、
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
酋
6
5
・
7
3

　

3
3
）
へ

一
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地
中
挟
団
地
（
中
挟
3

　

丁
日
∵
1
4
0
2
）

規
格
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

　

3
D
K
バ
ス
ー
ト
イ
レ
付

募
集
戸
数
1
戸

家
賃
月
額
2
万
8
千
円
（
光
熱

　

費
は
除
く
）

入
居
日
6
月
上
旬
（
予
定
）

入
居
資
格
①
市
内
に
居
住
ま
た

　

は
勤
務
し
、
現
在
住
宅
に
困
窮

　

し
て
い
る
人
②
同
居
す
る
親
族

　

が
い
る
人
③
政
令
で
定
め
る
I

　

定
基
準
以
内
の
所
得
の
人

選
考
方
法
応
募
者
多
数
の
場
合

　

は
、
公
開
抽
選

申
込
期
限
5
月
2
5
日
⑥

受
付
・
問
合
せ
先
市
役
所
建
設

　

課
管
理
建
築
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
3
4
6
）

●
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　
　
　

（
若
狭
路
号
）

日
時
5
月
2
2
日
③
出
発
午
前

　

9
時

集
合
場
所
J
R
大
野
駅
前

コ
ー
ス
J
R
大
野
駅
～
園
芸
試

　

験
場
（
昼
食
）
～
嶺
南
牧
場
～

　

三
方
石
観
音
～
J
R
大
野
駅

　

（
午
後
5
時
着
）

対
象
1
6
歳
以
上
で
団
体
行
動
に

　

支
障
の
な
い
人

参
加
費
無
料

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
具

定
員
先
着
5
4
人

申
込
方
法
一
人
1
枚
の
往
復
は

　

が
き
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

電
話
番
号
・
出
発
日
・
出
発
日

　

を
明
記
し
て
、
〒
9
1
2
福
井
市
大

　

手
3
丁
目
1
7
－
I
県
庁
広
報
課

県
民
相
談
室
へ

●
高
齢
者
職
業
相
談

　

大
野
公
共
職
業
安
定
所
と
市
で

は
、
高
齢
者
職
業
相
談
貝
に
次
の

方
々
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

◆
前
田
英
治
さ
ん
（
水
落
町
）

　

◆
森
川
昭
一
さ
ん
（
糸
魚
町
）

　

相
談
貝
は
、
高
齢
者
の
職
業
相

談
、
就
職
先
の
紹
介
や
斡
旋
な
ど

き
め
細
か
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
室
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会場 開催日 時間

職業訓練センター
土・日・祝

を除く毎日
午前9時　

～

午後5時大野有終会館 毎週月曜日

下庄公民館 第2金曜日

午後1時　　

～

午後4時

富田公民館 第3金曜日

上庄公民館 第4金曜日

一
補
聴
器
更
生
相
談

日
時
5
月
2
5
日
⑥
午
後
1
時

　

～
3
時

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
補
聴
器
の
相
談
や
点
検
と

　

修
理

費
用
無
料
（
補
聴
器
の
修
理
は

　

実
費
）

問
合
せ
先
市
福
祉
事
務
所
福
祉

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

7
3
）

交通
安全

４
r

事
故
を
誘
発
す
る

違
法
駐
車
や
迷
惑
駐
車

　

都
市
で
は
、
違
法
駐
車
が
深
刻
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
路

上
駐
車
が
原
因
と
な
っ
た
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、

駐
車
車
両
が
招
い
た
と
思
わ
れ
る
幼

児
の
交
通
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　

見
通
し
の
よ
い
商
店
街
を
進
行
中

運
転
者
が
左
前
方
の
店
に
気
を
と
ら

れ
た
際
、
右
か
ら
駐
車
車
両
の
間
を

横
断
す
る
子
ど
も
の
発
見
が
遅
れ
て

衝
突
し
ま
し
た
。

　

こ
の
場
合
、
直
接
の
原
因
は
、
運

転
者
の
前
方
不
注
意
に
よ
る
過
失
で

す
が
、
子
ど
も
も
運
転
者
も
駐
車
車

両
が
安
全
確
認
の
障
害
に
な
っ
た
と

い
え
ま
す
。
視
力
、
体
力
が
衰
え
た

お
年
寄
り
や
視
線
が
低
く
視
野
が
狭

い
子
ど
も
に
と
っ
て
、
駐
車
車
両
は

安
全
確
認
の
大
き
な
障
害
に
な
り
ま

す
。

　

市
内
に
は
、
駐
車
禁
止
の
区
域
が

多
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
く

に
横
断
歩
道
の
前
後
五
メ
ー
ト
ル
は

駐
車
も
停
車
も
禁
止
に
な
っ
て
い
ま

す
。
違
法
駐
車
や
迷
惑
駐
車
は
、
迷

惑
な
だ
け
で
な
く
事
故
に
つ
な
が
る

こ
と
を
十
分
自
覚
し
て
く
だ
さ
い
。
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●
来
年
の
歌
会
始

　
　
　
　

お
題
は
「
空
」

　

来
年
の
一
月
に
、
宮
中
で
開
か

れ
る
歌
会
始
の
お
題
は
「
空
」
と

決
ま
り
ま
し
た
。
宮
内
庁
で
は
、

国
民
か
ら
の
詠
進
歌
に
関
す
る
要

項
を
次
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す

①
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と
し
。

　

未
発
表
の
も
の

②
用
紙
は
半
紙
（
和
紙
）
と
し
。

　

毛
筆
で
自
書

③
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

自
筆
で
き
な
い
場
合
は
、
代
筆

も
可
。
た
だ
し
、
別
の
紙
に
代

筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
・

氏
名
を
書
い
て
詠
進
歌
に
添
付

点
字
で
の
詠
進
も
可

④
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
し
、

　

右
に
お
題
と
歌
、
左
に
郵
便
番

　

号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な

　

．
職
業
を
縦
書
き
で
（
図
参
照
）

締
切
9
月
3
0
日
ま
で

送
付
先
〒
1
0
0
千
代
田
区
千
代
田

　

I
I
I
宮
内
庁
（
封
筒
に
「
詠

　

進
歌
」
と
記
入
）

●
B
＆
G
こ
ど
も
レ
ワ

　

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

日
時
5
月
1
6
日
①
午
後
1
時

　

3
0
分
～
4
時

会
場
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
生
・
幼
児
（
幼
児
は

　

保
護
者
同
伴
）

内
容
映
画
、
ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
費
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
B
＆
G
海
洋

　

セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3
－
1
7
－
1

　

豊
6
4
・
I
Q
り
1
1
）

・
洋
裁
講
座
生
募
集

　

既
製
服
で
は
味
わ
え
な
い
、
自

分
の
体
や
に
あ
っ
た
服
を
手
作
り

で
仕
L
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
6
月
4
日
か
ら
T
－
H
月
5
日

　

ま
で
毎
週
木
曜
日
（
2
1
回
）

　

午
後
1
時
～
3
時
3
0
分

会
場
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー

内
容
福
井
女
子
専
門
学
校
講
師

　

の
指
導
で
、
ブ
ラ
ウ
ス
ー
ス
カ
ー

ト
ー
パ
ン
ツ
ー
ワ
ン
ピ
ー
ス
の

4
点
を
製
作

定
員
先
着
1
9
一
人

受
講
料
1
0
0
0
円

　
　

（
1
ヵ
月
4
回
分
）

申
込
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は

　

電
話
で
（
中
挟
1
丁
目
1
6
0

　

I
－
l
a
6
5
●
″
h
u
（
M
）
4
0
）

・
し
尿
く
み
取
り
料
金

　
　

1
1
3
円
に
改
正

　

し
尿
の
く
み
取
り
料
金
が
、
7

月
1
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
元
年
4
月
に
改
正
し
て
以

来
、
1
8
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
9
8
円
で

し
た
が
、
1
5
円
高
く
な
っ
て
m
円

に
な
り
ま
す
。
（
1
0
円
未
満
の
端

数
が
生
じ
た
場
合
は
切
り
捨
て
）

●
軽
自
動
車
税
の
免
除

　

申
請
は
5
月
2
5
日
ま
で

　

体
の
不
自
由
な
人
が
、
仕
事
や

通
院
な
ど
で
軽
自
動
車
（
2
輪
を

含
む
）
を
使
う
場
合
、
左
表
の
障

害
に
該
当
す
る
と
き
は
、
軽
自
動

車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

次
の
場
合
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
車
検
証
所
有
者
（
使
用
者
）
欄

　

の
氏
名
が
、
該
当
者
本
人
（
1
8

　

歳
未
満
の
場
合
は
生
計
を
同
じ

　

く
す
る
人
の
氏
名
）
に
な
っ
て

　

い
な
い
と
き

②
す
で
に
、
普
通
自
動
車
税
な
ど

　

の
減
免
を
受
け
て
い
る
と
き

締
切
5
月
2
5
日
⑥

申
請
先
●
問
合
せ
先
市
税
務
課

　

収
税
係
（
酋
6
6
●
1
1
1
1
内

　

線
4
2
1
）

軽自動車税の免除対象となる障害

障害の区分 障害の等級

視覚障害 1級～3級．4級の1
聴覚障害 2級・3級
平衡機能障害 3級
上肢不自由 1級．2級の1・2級の2
下肢不自由 1級～6級
体幹機能障害 1級～3級・5級

乳幼児期以前の非進行性
脳病変による運動機能障

害

上肢不自由　

1級●2級（一上肢のみに運　

動機能障害がある場合を除く）

移動機能　

1級～6級

心臓機能障害 1級・3級
腎臓機能障害 1級・3級
呼吸器機能障害 1級・3級
膀胱・小腸．直腸機能障害1級・3級
療育手帳 A

※いずれも身障者本人が運転する場合です。生計同一者が　
運転する場合は、対象となる等級が若干異なります。

9叫自註XX，X；X■X＼X，ヨ

　

国民年金には、経済的な理由な

どで保険料を納められない場合、

保険料が免除される制度がありま

す。

法定免除①生活保護法で生活扶

　

助を受けている人②障害基礎

　

年金または被用者年金の障害年

　

金（3級は除く）の受給権があ

　

る人など

申請免除①所得が少ない人や病

　

気、けがなどで経済的に困って

　

いる人②特別な理山があって

　

保険料の納付が困難な人など

学生の免除制度専門学校の生徒

や大学生は、世帯の所得状況な

どに応じて、一般の申請免除と

は別に免除制度があります。

免除の手続きこの制度に該当す

　

ると思われる人で、今年の4月

　

から免除を受けたい人は、5月

　

末日までに市役所市民課年金係

　

で手続きが必要です。

※年金の制度や保険料の免除申請

　

などについての詳しいお問い合

　

わせは

市役所市民課年金係

　

（き66・1111内線456）
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聖
和
園

　

篠
座
に
あ
る
聖
和
園
の
正
式
の
名
称
は
、

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
・
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
福
井
県
済
生
会
聖
和
園
で
す
。

　

済
生
会
は
全
国
的
な
組
織
を
持
ち
、
福
井

市
の
済
生
会
病
院
や
乳
児
院
と
は
、
兄
弟
関

係
に
あ
り
、
市
福
祉
事
務
所
と
連
携
し
な
が

ら
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
に
は
、
長
期
と
短
期
の
滞
在

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
入
浴
の
四
つ
の
シ
ス

テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
長
期
滞
在
は
百
二
ト
人

の
定
貝
で
、
ほ
と
ん
ど
が
県
内
の
人
で
す
。

寝
た
き
り
の
人
も
い
れ
ば
、
リ
ハ
ビ
リ
の
訓

練
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
毎
日
の
生
活

に
変
化
と
張
り
合
い
を
持
た
せ
る
た
め
に
、

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
実

に
多
彩
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

俳
句
、
手
芸
、
折
り
紙
、
習
字
、
硬
筆
、

音
楽
、
生
け
花
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
す
。
ま

た
、
毎
月
季
節
に
あ
っ
た
行
事
が
あ
り
、
各

委
‥
只
会
が
企
画
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
花
見

会
、
法
話
、
映
画
会
、
盆
踊
り
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
（
つ
つ
じ
、
菊
人
形
）
な
ど
楽
し
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

県
下
に
は
、
約
四
ト
の
老
人
ホ
ー
ム
が
あ

り
ま
す
が
、
訪
問
入
浴
は
大
野
と
敦
賀
だ
け

で
す
。
「
毎
日
ふ
れ
あ
い
号
」
と
い
う
専
用

車
に
ボ
イ
ラ
ー
つ
き
の
浴
槽
を
積
ん
で
、
二

ト
五
人
を
対
象
に
月
こ
回
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
自
慢
は
、
ホ
ー
ム
内
の
ト
ロ

ン
温
泉
ぶ
ろ
で
す
。
ト
ロ
ン
と
麦
飯
石
の
入
っ

た
湯
は
、
い
ろ
ん
な
症
状
に
効
果
が
あ
り
オ

ゾ
ン
の
殺
菌
効
果
も
あ
っ
て
本
当
に
き
れ
い

で
す
。
床
に
は
滑
り
に
く
い
天
草
石
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
昨
今
、
聖
和
園
の
よ
う
な
す
ば
ら

し
い
施
設
が
増
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

市民のうごき

4月1日現在 前月比

世帯数 11．270世帯 －15世帯

41，938人 －91人

人目 男 20．065人 －38人

女 21．873人 －53人

3Jj中の異動
転入 173人 出生 28人

転出 256人 死亡 36人

市内の交通事故状況（年頭からの計）

件数内訳
平成4年　

3月末

平成3年　

3月末
増減

総件数 123件 114件 十9件

人
身
令

故

件数 32件 31件 十1件

死者 1人 0入 十1人

傷者 44人 37人 十7人

物損・11故 91件 83件 十8件

表
紙
の
こ
と
ば

　

明
治
1
5
年
に
、
ハ
つ
の
氏
神

を
合
祀
し
て
以
来
、
毎
年
続
け

ら
れ
る
里
神
楽
。
春
日
明
神
、

天
狗
、
獅
子
、
お
多
福
姫
、
翁

山
姥
に
ふ
ん
す
る
の
は
、
い
ず

れ
も
地
元
の
若
い
衆
で
す
。
蕨

生
西
と
東
が
交
代
で
受
け
持
ち

3
月
中
旬
か
ら
特
訓
を
開
始
。

伝
統
継
承
は
大
変
で
す
が
、
さ

す
が
に
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

　

市
の
花
「
こ
ぶ
し
」
が
植
え

ら
れ
て
い
る
こ
ぶ
し
通
り
。
残

念
な
が
ら
、
見
事
に
花
を
咲
か

せ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
せ

ん
。
対
象
的
に
、
南
部
第
二
土

地
区
画
の
中
央
を
明
治
公
園
か

ら
北
に
走
る
市
道
の
こ
ぶ
し
は
、

見
事
な
花
を
つ
け
ま
す
。
せ
っ

か
く
こ
ぶ
し
通
り
と
命
名
さ
れ

た
の
に
か
わ
い
そ
う
で
す
ね
。

直じ‾箆‾‾蒔

　

生
涯
学
習
の
仕
事
を

し
て
い
る
関
係
で
、
私

の
と
こ
ろ
へ
毎
日
の
よ

う
に
、
高
齢
者
や
ご
婦

人
な
ど
が
訪
れ
る
。

「
お
ひ
ま
で
す
か
」
な

ん
て
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
む
っ
と
し
た
表
情
で
、

び
っ
し
り
書
き
込
ん
だ
手
帳
を
見
せ
「
休
ん
で

い
る
暇
な
ん
て
な
い
で
す
よ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

再
三
文
句
ま
で
言
わ
れ
て
頭
が
お
か
し
く
な
り

ま
す
よ
」
と
真
剣
に
話
さ
れ
る
。
確
か
に
今
は

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
主
婦
や
子
供
、

老
人
、
学
生
ま
で
も
が
せ
か
せ
か
忙
し
い
よ
う

で
あ
る
▼
し
か
し
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、

忙
し
さ
を
何
か
自
分
以
外
の
も
の
の
責
任
に
転

化
す
る
言
い
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
い
つ
で
も
、

動
い
て
い
る
人
は
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
の

で
あ
り
、
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
当
は

退
屈
に
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
退
屈
し
な
い

た
め
に
自
分
で
忙
し
く
し
て
い
る
面
も
あ
る
▼

忙
し
さ
と
か
い
ら
い
ら
は
、
そ
れ
自
体
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
忙
し
い
と
思
う
、
疲
れ

た
と
思
う
自
分
自
身
の
心
の
持
ち
方
に
問
題
が

あ
る
。
は
た
め
に
は
ど
ん
な
に
忙
し
く
し
て
い

る
人
で
も
、
本
人
が
や
り
が
い
を
感
じ
、
充
実

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
は
、
忙
し
さ
も
い

ら
だ
ち
と
は
な
ら
ず
、
疲
れ
に
も
な
ら
な
い
は

ず
で
あ
る
▼
私
た
ち
日
本
人
は
、
農
耕
民
族
の

宿
命
の
よ
う
に
休
ま
ず
何
か
を
し
て
い
る
こ
と

が
、
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
持
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
必
要
な
と
き
に
は
休
み
忙

し
く
て
も
決
し
て
い
ら
い
ら
せ
ず
、
仕
事
の
結

果
だ
け
を
気
に
し
過
ぎ
る
こ
と
も
な
い
よ
う
に

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
心
安
ら
か
に
楽
し

く
生
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
6
6
・
1
1
1
1
）
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